
院
予
章
の
生
活
時
間
に
闘
す
る
調
査
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(1句

見
・
・
京
特
に
山
中
京
の
生
活
活
動
が
一
日
の
う
ち
に
如
何
な
る
時
間
的
分
配
を
も
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
調
査
は
阪
に
昭
和
十
七
年
に

H
本
市
内

少
年
教
育
研
究
所
に
於
て
か
な
り
綿
密
な
研
究
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
方
法
は
爾
後
各
地

ω小
準
校
等
に
於
て
小
規
模
な
が
ら
踏
襲
せ
ら
れ
、

作
殺
師
が
受
持
見
定
の
中
一
一
的
資
態
佐
知
る
上
に
役
立
っ
て
き
た
。
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畑一.
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己資

』央

最
近
に
は
日
本
女
子
大
半
児
定
例
究
所
に
於
て
も
同
様
の
調
査
が
か
な
り
大

規
模
に
行
わ
れ
、
戦
後
の
資
料
と
し
て
抗
目
せ
ら
れ
て
い
る
。

-
B
A
 

H
本
古
少
年

a

数
百
研
究
所
の
調
査
は
昭
和
十
七
午
ト
月
初
旬
に
行
わ
れ
た
。

小
向
学
校
四
年
六

午
高
等
科
二
年
の
川
中
京
約

A

一0
0
0
名
に
つ
き
、

(
5
2
r
o仏
え
}
。
m)
を?

上
ハ
下
川
与
問
吋
い

h
f
L

/
↑

J
I
H
n
f
u
レ，
fE即日

J
t

川
い
て
淵
一
日
比
び
休

H
ω
各

J

け
の
生
活
時
間
佐
川
ふ
ん
日
一
し
、

下
葉
腕
下
州
民
村
児
況
と
点
米
市
内

都
市
内
ん
一
世
と
の
比
較
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

?て

ω
結
果
は
綿
嶋
中
内
に
於
て
次
の
如
き
値
を
示
し

ア」

O

中
J

(第

Ih衣
)

与
一
一
民
の
生
活
活
動
と
し
て
市
ハ
縄
県
な
も
の
は
一
五
う
ま
で
も
な
く
、
そ
り
過
半
を
占
め
る
睡
眠
や

明
校
生
活
を
除
り
ば
、
家
事
の
子
体
、
遊
び
、
及
び
品
開
習
復
期
円
等
の
山
学
習
で
ゐ
る
が
、
こ
れ
ら

の
も
つ
市
一
一
み
を
、
そ
れ
を
待
ん
山
ん
も

ω
の
行
分
布
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
総
平
均
に
於
て
週

H
で
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民主
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4

♂コ
μ

日休

児
一
軍
殊
に
そ
の
男
子
で
ゐ
る
と
い
わ
れ
る
。

に
基
づ
く
生
活
が
波
い
と
は
い
え
、

は
子
停
、

休
日
で
は
遊
び
が
第
一
位
を
占
め
て
い
る

(第

H
h衣
)
。

一
般
に
女
子
は
男
子
に

エ
ミ
↓

1
+
d
p
h
υ

こ
じ
!

d

、

山

F
・4

l

f
一

f
l
上
T
L

手
俸
の
比
市
一
が
大
で
あ
る
。

殊
に
東
京
山
手
で
は
他
に
比
べ

'レレ

J

、

ι
'
t
v
L
 

て
子
停
の
も
つ
近
一
み
が
著
し
く
砂
い
。
こ
の
傾

'M
は
そ
の
時
間
拾
に
於
て
も
時
同
様
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
東
京
山
手
で
は
男
女
と
も
他
の
地
域
に
比
し
て
下
停
が
少
〈
、

古
代
?
反
勾
1

ワ
年
目
リ
3

寄
↓
ノ

yv
、
b
z
!
?〉

l
U
3
L
、

話
弓
l

各
九
l
C
E
H
H
カイ
¥
L
く
を
し
中
斤
IP
カ
l
j
ι

〕

j

ド
汀
ニ
だ
C
ま
昨
夜
¥
ド
山
こ
'
芯
唱
r
L
J
¥

日
ド
!
、

4
rん

v
p
t
訂
以

7
L
J
ι
f
4
i
r
k
-
-
v
l

な
る
市
一
み
を
示
し
た
。
凡
ぃ
a
-

午
的
地
明
化
は
こ
の
調
査
の
範
凶
で
は
鈴
h
礎
化
が
な
か
一
っ
た
。
古
川

単
年
に
な
る
柁
子
俸
が
多
く
な
り
、
山
氏
村
に
於
て
は
父
休
日
に
於
け
る
遊
び
が
少
く
な
る
と

い
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

か
よ
う
に
し
て
、

「
勤
持
小
仁
、
活
の
市
ド
一
い
立
味
ル
パ
}
4
b

つ
の
は
山
氏
村
凡

坑
殊
に
そ
の
女
子
で
あ
っ
て
、

珠
羽
市
川
復
羽
小
川
の
殊
に
一
ぃ
山
ぃ
.
い
立
味
ル
パ
)
4
h
u

つ
小
‘
活
J
T
L
て
い
る
の
は

山
子
見
泣
特
に
そ
の
女
子
で
、

遊
び
の
生
活
一
い
か
け
以
も
弔
い
一
ぷ
味
を
も
っ
て
い
る

ω
は、

下
町

そ
こ
に
各
地
域
の
児
・
坑
の
生
活
の
特
色
が
み
ら
れ
る
。

は
じ
く
農
村
や
山
手
児
市
は
成
人
り
要
求

農
村
で
は
そ
れ
が
家
事
家
業
の
子
停
と
し
て
批
わ
れ
、

ド
汀
汁
虫
色

H
H
d
-ノ
-7

山
手
で
は
勉
与
と
し
て
引
わ
れ
る
が
、

で
は

4

〕
の
種
の
要
求
水
準
に
よ
る
生
活
が
む
し
ろ
軽
く
凡
.
市
内
身
の
生
活
要
求
の
水
準
に
傾
く
生
活
が
波
く
引
わ
れ
て
い
る
」

観
的
に
い
う
な
ら
ば

(
同
三
.
九
)
。
概

「
円
ん
巾
引
が
幼
少
な
促
成
人
の
児
一
世
に
却
す
る
小
一
、
活
の
延
求
は
低
い
の
で
、

児
市
は
そ
れ
p

れ
ら
の
生
活
要
求
の
水
準
の
高
い

生
活
を
符
む
が
、

年
齢
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
成
人
の
要
求
が
高
ま
っ
て
、

成
人
の
要
求
水
準
の
高
い
生
活
が
示
き
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

-
:
:
女
児
は
男
児
に
比
べ
て
成
人
の
要
求
が
高
く
示
き
れ
、
従
て
一
般
と
し
て
勤
労
生
活
は
女
児
の
特
色
あ
る
生
活
と
な
り
、
ま
た
像
朝
日
復
習

も
そ
の
生
活
は
男
児
に
比
し
て
市
一
い
。

〈
一
不
ぎ
れ
て
い
る
の
で
あ
/
る
。
:
・
:
良
村
で
は
こ
の
成
人
の
児
市
へ
の
要
求
が
H
M
も
波
厚
で
、

こ
れ
に
比
べ
て
男
児
は
自
己
の
生
活
要
求
に
よ
る
生
活
が
波
く
、

遊
び
ゃ
一
一
讃
才
一
円
が
そ
の
生
日
に
よ
ち
章
一
司

勤
労
生
活
に
特
色
づ
け
ら
れ
、

山
RJ
凡
・
日
で
は
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れ
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れ
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手
下
町
郊
外
及
び
農
村
の
比
較
が
試
み
ら
れ
が
。
そ
の
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ぷ
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
概
脈
叙
辿
さ
れ
て
い
る
も
の

を
表
に
川
腕
め
れ
ば
、
第
聞
い
衣
の
如
く
で
あ
る
。

(
表
中
空
欄
は
前
記
文
献
に
記
載
な
き
た
め
不
川

ωと
こ
ろ
で
ゐ
る
)
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こ
の
報
告
で
は
生
沼
市

動
の
細
か
い
分
却
に
よ
る
個
々
の
活
動
に
就
い
て
槻
側
聞
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
子
侍
い
、
遊
び
、
勉
川
山
手
に
斜
め
て
そ
の
車
一
み
を
比
岐
す
る
こ
と
は
、

こ
の
表
か
ら
は
で
き
な
い
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記
日
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占
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年
教
育
研
究
所
の
制
仰
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一
結
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致
す
石
似
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を
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め
る
こ
と
が
で
き
る
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一
五

O

多
く
、
遊
び
時
間
い
か
少
い
と
い
う
傾
向
に
め
り
、

か
よ
う
な
男
女
た
は
、
漁
村
、
山
氏
村
の
方
一
か
大
き
く
、

山
村
で
は
H
M
も
少
な
い
。
印
ち
、
山

村
で
は
仙

ω
判
明
域
に
比

L
男
子
い
か
女
子
に
劣
ら
や
長
く
子
停
い
し
、

長
く
勉
担

L
、
従
っ
て
遊
ぶ
叫
間
い
か
少
な
い
が
、

山
村
に
於
け
る
こ
の
り

女
泣

ω
少
い
こ
と
は
上
述
附
附
に
於
て
も
認
め
ら
れ
た
所
で
あ
ち
、

山
村
児
以
小

hmω
一
特
徴
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
ば

L
漁
村
、

良
村
及
び
仰
山
貧
同
地
域
で
は
、

弘
子
は
女
子
に
比
べ
て
手
停
い
、

的
I
h
A
)
f
〈
う

;
4
.
μ

く、

見
川
切

U
I
1
9
k

カ
K
A
/
J
7

遊
ぶ
時
間
い
か
倍
近
く
多
い
。
こ
れ
ら
‘
一
一
一
地
同
一
に

i

l

J

A

i

i

 

於
り
る
り
女
泣

ω
大
き
な
こ
と
は
眠
限
に
つ
い
て
も
い
え
た
こ
と
で
&
る
(
町
内
正

φ
h

山、にい
J

必
J

リ、
b
f
川川、

I
M

一

FEal『

1

、H
H
H
l
'七
ul

遊
び
時
間

ω
川
女
主
は
か
な
わ
ト
八

き
い
が
勉
掛
川
間
に
は
大
き
な
走
兵
い
か
な
い
。
ぃ
川
郡
山
内
の
他

ω
地

.Mω
目
見
坑
も
川
悦

ωMM'K疋
ω
似
山
を
み
せ
る
い
か
、

ず
℃
の
泣
は
川
郎
作
環

域
和
大
き
く
な
い
。

t!.1J 

ち

レ民子

ω一
手
侍
叫
間
一
か
郡
部
よ
ち
少
く
遊
び

ω
時
間
が
多
い
υ

(

仙
J

川
.
わ
い
火
、

明
一
一
夫
)

2 

環
境
疋

日
机
・
川
見
こ

t
る

A

ル
又

'
V
4
H
主
と
し
て
は
、

到斗
i
p
-
-
i
-
M
m
h
H
7
i
f
I
Jノ

先
づ
郁
郎

rり
で
い
え
ば
、

町
仰
山
は
子
停
が
少
な
く

mmけ
が
多
〈
、

山
村
は
之

-
}
l
v
u

〆、

『

M
L
A
T
I

、
手
俸
が
一
一
一
訓
近
く
多
く
、

勉
強
時
間
、

遊
び
時
間
が
少
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
環
境
的
疋
児
は

'
k
f
よ
り
も
り
子
の
万
に
若

L
い。

民
村
は
町
郁
山
、

漁
村
よ

h
F侍
時
間
い
か
透
か
に
多
く
、

ー
す
〉
ヲ
ピ

L
叩
}
じ

A

故
F4-J
ド、

l
」

f
心
J
J
Z
1
t
H
V
R
I
J
μ

宝、に
h

寸
可
こ
ま
ぬ
之
)
よ
〈
、

辺
L
H
H
l
ー
を
i

7
く

d
へ
勉
掛
川
間
も
そ
れ
杭

一
知
く
は
な
い
。
良
村
に
於
け
る
こ

ω子
侍
川
向

ω起
、
過
は
、

昨
眠
時
間

ω利
少
な
い
こ
と
し
」
、

通
山
中
時
間
を
A

小
川
め
て

mr校
生
活
川
間
の
和
一
知
い

こ
と
と
に
よ
っ
て
相
補
わ
れ
℃
い
る
よ
う
で
あ
る
。
漁
村
は
判
例
木
H
一
時
期

ω故
か
も
知
れ
な
い
が
、

-
i
じ
f
H
リ

:
4
2
‘l
'
H
u
r
-
-
ト
υ
h
a
ハ

F
Fわ
F
A
b
-

、

組
ド
比
日
ド
カ
ト
矢
く
同
氏
H
J川
・

4

J

v

d
岬

-
H
Pい
M
・
尽
く
ト
リ
こ
レ
レ

J

ど
か
一
〆
ト
f
H
d
-
i
r
v
;
、

問
努
n
J川

-urμ'木
1
l
上
TI--
辺
乙
比
い
ド
カ
き
く

也
引
虫
十
J
H
りま一
E

3

1

ナ
ム
比
三
じ
ち
る

Q

伝
子
3
H
f
l
l
k
f
、
刀
く
け
い
'
京

q
J
f
r

ド
印
し
て
こ

η
哀
な
お
坊
に
よ
る
附
児
は
、

f
u
L
A
'寸
J

γ
才

I
寸，

こ
の
場
合

も
亦
女
子
は
り
子
に
比
べ
て
詳
し
く
な
い
。

ぃ以
wm山
内
九
坑
は
-
般
に
川
崎
見
広
よ
り
も
手
侍
時
間
一

ω
乍
均
は
少
な
い
的

'M
に
あ
る
が
、

環
境
地
川
に
よ
る
相
呉
は
、

こ
こ
で
も
男
子

ω

方
一
い
か
女
子
よ
ち
遥
か
に
著
し
い
。
一
両
浜
地

M
m刀
子
は
特
に
手
停
時
間
一
一
か
少
な
い
が
、
貧
川
問
地
川
で
は
女
子
い
か
他
の
環
境
土

h
比
較
的
多
い

ω
に

到
3. し

ネ11 ザj
:tJ子
比は

対
合
J}; 

ts. 

一
商
業
地
阪
と
共
に
川
刀
'K
走
い
か
著
し
い
。

方ミ
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i専

Jヌi.l. . 

子?、

遊
び
の
時
間
分
間
に
け
ん
ら
れ
る
以
上

ω
よ
う
な
環
境
止
は
乍
灼
時
間
の
絶
到
値
で
み
れ
ば
倍
々
一
一

.
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内
外
の
十
れ
に
、
過
ぎ
な
い
、
併
し
之
を
各
々
の
比
一
引
に
於
て
み
る
時
は
、
相
円
前
著
し
い
相
呉
と
し
て
い
勺
え
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
で
の

勉
強
時
間
を
ー
と
し
、
家
事
手
侍
、
遊
び
の
時
間
の
之
に
測
す
る
比
率
を
ポ
し
た
の
が
第
四
点
で
あ
る
が
、
勉
強
時
間
に
到
す
る
遊
び
時
間
の

米で j)勉強時間に潤す令る家事:手陣，
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内

ら
れ
な
い
。
判
、
山
内
佐
川
地
域

ωみ
は
こ

ω比
一
か
手
侍
、

七
ま
す
下
1
J

子
戸
じ
ま
、
日
、

H
之、

h
、
魚
乃
慎
二
'
V
J
、
5
・、

4
、
5
、

j
l
H
u
-
-
ゴ
r
l
路

行

け

か

l
i
c
-
-
，弟・

-
2

-
J
ね

;
J
f
Aじ
ま
・
耳
、
口
、
仁
、
守
、
)
附
?
』
、

l
μ
l
Hノ
ト

r
l唱

H
4
J
↑一

f
L
u
l
l

ー
、
〉

d

、
i
、
1
、
つ
川
円
L
4

I

l

l

-

-

-

p

l

・

〆

J

・4
S
I
l
L

J
t
'
-
1
 

な
り
、
遊
び
時
間
の
占
め
る
相
別
的
な
前
人
け
が
破
局
主
に
よ
っ
て
極
め
て

川
比
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

4

リ
長
二
週
s
h
f
J
H
り
こ
1
1
"
3
F
H
T
)
七
士
、
む

h
本
l
免
d
H
H
l
噌

J
J
p
d
r
I
ω
G
よ
l

-

の
順
に
於
て
府
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ー
、

2
、
4
、
1
、
山
内
で
は
り
、

5
・、

F
J
・
、
明
、
と
な
り
、
山
村
、
漁
村
山
ぽ
び
山
内
貧
凶
地
域
の
手
悼
の
比

'
l
l
a
-
-
-

市一

ω大
き
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
女
子
に
就
て
も
同
椋
、
山
村
、
漁
村
、

貧
凶
地
以
に
於
け
る
、
勉
強
時
間
に
到
す
る
子
体
や
遊
び
の
比
弔
い
か
他
の

環
境
よ
ち
も
大
な
る
こ
と
が
は
ら
れ
る
が
、
こ

ω
場
合
は
、
総
別
値
に
於

て
も
見
ら
れ
た
如
く
、
山
子
に
比

L
て
、
そ
れ
何
者
し
い
環
境
泣
は
認
め

著
し
い
特
徴
宏
一
川
し
て
い
る
。

a
m又
こ

)

L

)

L

中

d
H川

品
川

F
t
A
4
4
n
，9
4
4』

y
t
r
l

遊
び
と
も
門
的
に
越
し
、

家
・
阪
で
の

mmH生
前
い
か
下
侍
や
遊
び
に
到
し
て

λ
1
)
1レハ
H

れま
H
V
守
j
I
U
-パ
札

t
)
、

す

u
y
f
l必
H
F
E
υ
ド
J
I

食
川
問
地
域

ω
見
区
は
一
附
恥
地
川
や
什
刊
ハ
G
地
一
尚
一
の
兄
坑
よ
り
、州

一
札

ω
問

ω
比
泣
に
某
づ
い
た
制
八
ル
で
め
る
と
い
う

著
し
く
少
な
い
と
い
う
辿
念
な
も
つ
一
工
い
る
が
、

こ
れ
は
そ

ω時
間

ω純
創
世
よ
れ
リ
も
、

ム
下
か
山
米
る

ω
で
め
ら
う
。

同
時
に
川
人
一
山
村
、

村

貧
川
州
地
川
に
日
ら
れ
る
如
く
勉
似
時
間
に
到
し
て
子
体

ω比
市

.ωkhゆ
る
所
で
は
遊
び

時
間
も
等
し
く
比
一
引
ト
八
で
あ
46
こ
と
は
、

従
米
と
か
く
門
的
誠
的
に
子
侍

ω
多
い
こ
と
が
勉
掛
川
間
や
遊
び
叫
間
仕
少
な
く

3
せ
る
如
く
考
え
ら

れ
が
ち
で
め
っ
た
述
人
ゆ
を
訂
正
し
て
、
こ
れ
ら
で
は
勉
加
に
到
す
る
要
求

ω少
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
り
れ
ば
な
ら
ね
よ
う
で
あ
る
。

府

-
L

Z
I
 



町

三

ゲ

w

J

W

O

町

出

/

F

山

山

リ

日

!

一

町

判

l
川

け

川

叫

u
n
w

山
川

町

1
・べ円リ

w

J

v

J

H

J

F

J

)

'

J

け

ろ

け

け

H
u
s
-
-別

冊

K

1

2

1

1

2

い

れ

日

判

/

O

H

内

!

!

日

付

。

一

村

O
J
H
H
.
N
.
は
九
九
丸
山
円

河

一

良

一

ぅ

川

引

引

訂

川

一

川

園

ふ

り

乃

り

U

円

り

。

幸

四

行

ァ

2
4
.
人

乃

2

0

沙

什

，

闇

↑

・

l

叶

け

・

，

.

，

l

叶
P

A

H

V

d

J

m

3

I

V

斗

pi

リ回、
p

v

J

Y

刷

l

i

-

-

・

!

?

一

相

t

f

汀

M

i

u

n

汀

ト

ム
与
一
1
1
1
1
1
1
1ノ
O

叶
け

l
Jけ
h
川
H
判

寸

)

り

f
E

寸

グ

1
.
L
O
-
-
!
0
.

四

I
4
a

け
“

H

M

'

i

1

1

叶

け

ハ

リ

子

一

一

一

1

1

1

白

羽

ノ

/

l

)

円九

)

!

υ

車

-

i

γ

-

U

1

5

ケ

t

E

ト

ー

に

〆

，

け

け

-

P

J

リ・

'
a
J
け
d

ド
ゐ
田

1

A

l

-

-

2

1

コ
。

国

I

K

M

V

J

F

J

2

表

一

男

川

戸

川

|

山

川

ー

川

川

川

5
一

↓

叶

J
N
1
.
u
n
.
Hけ
.
1
0
.

ハ17

噛

1

1

d

1

1

け

O

第
一

I
l
i
-
-
l
i
l
-
-

一

川

〈

分

リ

一

ゅ

は

げ

一

t

m

山

口

M

H

m

t

山
山

田

〆

O

U

円

7

F

4

6

1

1

0

闇

I
F

吋
J
H

‘I
'

1

1

1

け

リ

ハ

リ

一

部

/

日

目

。

川

山

山

一

地

怪

い

詐

E

J

一j

理

掠

使

州

子

一l
i

ー
一
ん
|
朴
l
j

l'.l 
ι2〆

〆ι，

~!.L() 

10.7 

}

;

l

 

(

:

4

 

••• N

3

乃

1

1

 

T瑞畏 境 i向 業 地 |い札ilし哨I識渦人 j刈ll~リl工.-訓ヰ

分到l タμ糾0利| 分到l ?μμ0μ| 分亦: ア引0叫l 分ザ: アμ以川一副引 分か; ア九0引! 分州l 57川υ引! う分州:子到〉刊| グ九糾ふ利| 分
1;;)"): :)l_ ， ti;~ろ乃|品 υl 吋 !口::1υ I.¥.ti': ~;j九 ;;1 み出ろ! ~7 .;;';;0 1::1日 ~.1

!Jl乃1314111JI191li川町;1山川1~1l出 !ilMU71112!iJ121 l 

l l2;;;l乃| 11}[;:! り;; .1川1み 1υoらI 0ら[::|:;lj;i

7λ)1υ I 11/) 10':-" 1::.G 10.0 17.11，!) 1 1.1 !~ 1~)';IS I 1人制 lo.ら

l 川川ゴ1.:~.I 川川:川:l l 川川!川~.t I山 01川

川 ).0¥川 100.0[7S 11川~l 刊orlhj-ll!!?:!!hvil--Ml!川110:1 1100 

(/ 

/0  

口::.ii

~;Lf) 

"'.リ

!li.l 

;~;:.~ 

奇書

作~い

市 I111l仕事

内 l其ノJjii
;:l"j' 

I~長
打王

相l

-
L
 

F

ヲ

(子仙
m
J
U

内
山
内
)

日
円
、
1
M
l
u
r
k
y
J

i
;
1
4
:
j
F
l
 

心不
F
ゾ
ペ
・

1
ト
ト
¥
外

子
保
時
間
企
下
位

ω
内
引
に
土
つ

.huu衣

ω
如
く
で
あ
る
。

そ

ω
似
山
は
件
叩
川
崎
牧
び
に

mMKω
た
に
よ

h
か

な
ら
一
尚
一
々
で
あ
る
が
、

川
仰
郎
児
市
は
山
内
児
ぷ
よ
ら
川
川
口
仕
事
皮
び

f
J
Lリ

!

1

1

p

f

 

に
市
に
み
が
山
か
れ
、

U
ね
J
'
l
h
h札

C
ま

d
k
vド
~
、
こ

R.
九
、
〉
当

H
J
ヘ

j
c
、

1
1
1
J
f
v
l
トナ
v
u
p

ヘ
i
l
L
Y
M
E
J
カ
ヵ
f
J
v

し

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
殊
に
山
氏
山
村
に
於
け
A
O

り
子

ω
畑
仕
事

'
k
f
ω
f

ん
す
わ

ω市
川
み
は
他
に
比
し
て
か
な

h
多
い
。

(
家
で

ω勉
川
拙
)

v
s
J
a
J

、

i
l
i小
川
ぺ
↑
一

外J

夫
参
fI{{ 

山
本
で

ω
勉
似
は
、

山
川
辿

ω如
く
山
部
に
於
り
心
山
村
、

p

け
九
ト
ー
、

ノ
i
a
ν

J
d
L
1
a庁，

内
()) 

i
r
L
4
山
也

.HMJl
山
山
こ
七
、
、
¥
「
a
E
j
-
J
I
F
-
-
L
J
J・--ゐ宅、
J

)

H
J
b
l
i
z
-
-
上
〆
¥
ゴ

y
r
m
v
一一

I
J一
一

う

U

-

)

t

H

J
川、一、、

P
1
A
;

、

ー
コ
刈

i
d
力

そ
れ
は
保
有
復
初
日
初
出
な
ど

ω
時
間
い
か
他
に
比
べ

て
少
な
い
こ
と
に
よ
っ

指定

f

」
、
ス
d
O

V

1

u

u

J

 

早
川

ω家
庭
で
の

mrmH
で
は
、

こ
れ
、
九
か
モ

ω
大
部

分
を
占
め
、

ー、
J

)
一

T
む
し

)
h
y
味
』

E
i
t
ま
‘
ド
4
d
h
ソ
こ
ま
‘
k
J
-
、ノ

h

pi
う
G
U
d
l
ヘ
午
移
7
1
f
1
1
4
l
ノ

y

h

l
ー

が

U
V
パク

7

O 

只
山
氏
村
女
児
で
は
比
較
的
こ
の
よ
う
な
ぷ
外
の

mmけ
し
か
多
い
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。

「
山
小
械
で
の
一
県
羽
行
以
外
に
何
か
れ
分
で
研
究
し
て
い
る
か
し

-

-

-

ー

と
し
う
制

助
質
問
に
到
す
る
川
答
に
於
て
も
、

出
六
表
の
如
く
、

し
て
い
る
者
と
し

て
い
な
い
汗
と
の
比
は
、

り
一
封
一

O
、
女
一
潤
六
で
、

的
拡
刊
は
極
め
て

砂
な
い
の
殊
に
山
村
で
は
労
女
と
も
著
し
く
少
な
く
、

J
~
p
r」
h

ヅ
ー
型
斤
只
t

つ「

う
J

内

し

Fl準ハ
t‘一
κ



し
い
。
農
村

k
凡
は
こ
こ
に
於
て
も
他
に
比
べ
て
比
較
的
課
外

ω明
智
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
ポ
さ
れ
て
い
る
。

(
家
で
の
遊
び
)
|
第
二
、
第
一
一
一
表
参
照
i

回

Hr叩
』
快
ハ
て
ま
示
日
じ
)
♂
昨
、
、
J
)
一
尚
一
ド
ま
、

|
一
一

w
p
t
s
f
v
r
L
J
1
7
L
/
L
、、
1

1

1

t

'E: 

ド

郡部環境別個人研究扶況

問

業i(

ii 

Q

U

G

1

4

 

(一)

にフ 〆/。

4

ζ

I

-

思

i

b
u
r
A
f
#
r
z
I
J
 

表

T
i
l
l
-
-

6

一

男

た

別

m

力

タ

第
町

l
ー

ー

，T
J
L
l
J
I
I
J
L
1
H
J
 

i
、

ベ

i

ll
・
-
小
l

f

l

小1
f
q
o

町民

j自

JlIJ 

印
同
ー
に

l
a
e岡山

行

t
い
リ
ね

女
子
に
比
し
、

』

-
H止
、
ノ
〕

ι

、、己
J
T
J
:
t
.一L

、
1

・，

A

I

)
・
〉

p
h
v
L
1
r
r

号

制

出

υ一辺
U
民
間
カ
ト
ム
L
A
1
ドト

J
H
Z
長
女
カ
多

外
で

ω遊
び
が
占
め
て

M
h、

之
に

M
L
、

く
こ
こ
に
の
る

‘1
4
2
h
k
J
1
J
3
e
a
A

、j
L
1
〆

O

F

斗
Y
即
日
可
一
一
f
l
¥
4
二

本
内
の
遊
び
ゃ
、

高

H
H
k
z
伝
子
叫
}
陪
べ

-
-
n
f人
一

'
b

‘
k同
J

間

英

一

問

一

・

特

特

別

・

昔

・

間

一

英

刊

一

-

算

一

Q
U
U
O
G
一

ろ

2
1
A
け

O
E

O

-

N

O

U

門

叶

け

H
h
O
H

ぬ

o
a
o
二
U
み

L

O

U
円

四

一

1
2

叫

d

f

吐

一

w
け

は

り

り

H

i
・

闇

(十

}
%
1
1
.
L
o
-
-
一
l
h
G
.
I
.
0
.
-

2
1

一

2
i

叶

J

M

1

1

剛

、寸

7
0
u
n
ろ

一

昨

J

2

7

0
闇

卜

ら

H

け

ら

4
一

叶

け

叫

け

ふ

り

け

帽

宵
施
し
ζ

い
た
い

4

1

1

1

一
口
l
i
-
-

一

(
十
一
リ

2

2

乃
一
コ
リ
σ

コ
vo

一

子

4
・t
F
:
、

'

》

ら

i

l

i

-

-

醐

信
F
七

m
l
〈

U
Z

一

一

回
り

は

v
o
υ
v
d
o
り

与

問

1

4

H

V

U

7

U

け

け

い

4
田

πけ

2

1

s

i

t

-

H

け

1

i

t

l

'

1

帽

者j5 iti I -IJ.: 

I~ H-I 
JJJ 村(

漁村‘ I ' ~ 

う

L
3
R
r
h
d
与
問
唱
;
七

t
A
H
l
d

ノ

i
J
円

H
H
f
U
P
H
I
-‘

てと

L
H
モ
ト
プ
J

、
μソ
v--kι
十山
i
i

小、
O

A
-
-
τ
T
，一J
1
1
L
f
v
t
j
i
J
R
ノ

l

7

1

v

加
た
遊
び
時
間
に
け
ん
ら
れ
る

男
女
疋
は
多
〈
打
外
遊
戯
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
女
子
い
か
り
子
よ
ち
も
山
本
庖
に
締
ら

れ
る
の
と
、

或
は
小

mr六
件
小
ぃ
仇
の
女
児
に
な
る
と
戸
外
戯
び
が
少
な
く
な
る

ωと
に
よ

る
の
で
あ
ら
う
。

日
本
市
少
年
研
究
所
の
調
作
一
で
は
遊
戯
の
場
所
伝
恨
ん
ト
け
さ
せ
て
い
る

い
か
、
そ
の
結
果
で
も
こ
の
貼
で
は
隣
同
様

ω傾
向
佐
み
て
い
る

h
h
H
J
I
J
r
f
a
A
」
円
引
‘

1
J
o

ゴ
同
封
P
I
-
-
一
H
V
fノ

山
部
に
於
げ
る
遊
び
時
間
の
平
均
に
は
、

山
村
男
子
い
か
他
の
環
域
に
比
べ
て

a

一
υ分
担

度
少
な
い
他
は
殆
ん
ど
環
境
泣
い
か
示

3
れ
な
か
っ
た
。

ー
、
吻
!
日
川
じ
ザ
訂
リ
L
d
ツ
レ
い
じ
れ
叩
}
¥
、
、

C
D

l
ノ
ぬ
穴
刊
担

H
H
H
い
1
L
l
ν

ト
ム

l
lト
M
V
6

み
持
し
い
環
境
疋
が
あ
る
こ
と
は
前
一
巡
し
た
辿

h
で
め
る
。

戸
内
戸
外
の
似
別
に
つ
い
て

も、

'klrず
で
は
殆
ん
ど
環
境
来
な
〈
、
川
今
十
に
於
て
の
み
、
特
に
良
村
で
は
戸
外
遊
び
の

訓
九
け
い
か
他
よ
り
多
い
傾
向
が
け
ん
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

然
る
に
山
内
に
於
て
は
、
前
一
巡
の
如
く
、

遊
び
時
間
の
勉
掛
川
間
に
到
す
る
比
一
引
に
去

が
あ
る
と
川
様
、

昨
一
び
時
間
の
平
均
時
間
に
も
相
常
の
環
境
た
が
め
っ
た
り

-
再
定
・
也
げ
m.
ド
人
以
も
か
μ

ふ
〈
、

「

U
U
1
ノ
『
r
-
e
y
h
v
J
J
d
g
'
J
d
v
一

i

工
業
地
阿
い
か
け
ぽ
も
多
い
が
、

ザ
ぐ

ω川
崎

い
は
殊
に
円
子

ω
場
合
に
著
し
い
。

JM業
地
以
の
遊
び
時
間
の
乍
均
は

m
M
Kと
も
六

O
I
七
O
分
で
め
る
が
、
工
業
地
以
で
は
り
は
一
一
川
間
牛

に
も
山
叫
ん
で
い
る
。

こ

ωよ
う
な
差
は
戸
内
戸
外

ω阿
川
に
於
て
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

一
附
一
定
地
阪
で
は
両
行
相
等

L
い
の
に
工
業
地
恒

a
-
p
l同

一

zl



や
代
川
地
一
川
川
一
で
は
、

ー
キ
・
1
4
1
勺

;
h
i
y
t
-
-
H
・、

J

o

-
-
A
/
(
『
ノ
は
l
u
h
h

也
十
九
二
ハ
マ

L
る

'
k
f
の
場
合
に
も
川
椋

ω
似
山
は
存
す
る
が
そ
れ
陀
著

L
く
な
い
。

併
し
こ

ω
際
号
仮
に
入
れ
る
八

3
は
、
前
一
巡
の
如
〈
時
京
地
川
男
子
が
山
中
校
で
の
遊
び
時
間

J

ピ
多
く
も
っ
て
い
る
こ
と
で
め
る
ο

こ

ω
時
間

に
問

L
亡
他

ω
収
比
よ
ら
多
い
約
問
。
分
な
遊
び
時
間

ω
中
に
加
え
れ
ば
、

そ
れ
は
知
ぬ
人
川
町
一
川
m刀打ん

ω
遊
び
時
間
に
円
敵
す
る
。

出
、
ら
く
ぷ

J

J

J

 

ト
1
4
「
了
工
石
川
ア
「

I
C
か
ム
ピ

id--
よ

U

阿
立
l
、i
一r
u
j
g
L
μ
H
a
M
九
く

ぃ
父
一
泊
均
一
殺
で
ゐ
弓
中
心
.
阿
山
本
地

.Nで
は
、

戸
外
遊
肢
を
斐

h

一
本
す
る
引
先
は
そ
の
遊
び
川
場
所
台
市
械
に
求
め

亡
、

'
J
j
(
J
hノ
h
J
)
l
u

円

l
l
v
，
/
e
u
v
(
p
d
f
一
二
ノ

併
[
そ
れ
で
も
こ
り
山
地
川

ω
遊
び
川
間
は
山
郎
凡

-Uよ
h
乍
灼
に
於
て
特
に
多
い
と
い
わ
れ
な
い
。

こ

ω
よ
う
に
遊
び
川
川
に
於
け
る
環
域
主
に
つ
い
て
、

従
来
成

tm入門
ω
子
供
と
川
合

ω子
供
と

ωお
比
で
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、
都

ん
川

Hω
一
郎
環
境

(
工
浜
地
一
尚
一
、

L
L
J
u
a
h
u
f
n
J
 

久

L

Aサ
M
司

s
H
-

1
1
1
j
l
 
ω
も

ωω
み
に
つ
い
て
い
え
る

ω
で
の
っ
て
、

山川
f
り
郁
ん
川
川
内
の
桶
々
咲
い
川

ω
相
注
は
、

H
b
・、，
E
J
'
l』

u
n
H
/
h
B
1
F
L
H
H
 

合
の
足
以
卜
一
に
正
し
い
も

ω
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ

ω
こ
と
は
前
一
巡
し
た
子
保
川
川
に
つ
い
て
も
川
椋
に
い
い
う
る
こ
と
で
め

A
Q
O
 

山
本
で

ω
遊
び
時
間

ω
小
に
於
げ
る

A
A時
川
に
つ
い
て
は
、

日
リ
、

3

、
-
1
0
7

川
円
、
i
ャ
ム
μ
l
h
v
nい
/
b
r
l

(
山
内
)

れ
ん
ば
い
か
川
郎
凡
民
よ
り
も
打
U
l
多
く

ω
川
間
と
前
九
日

と
を
ポ
し
て
い

Aω

(
山
一
点
)
。

乍
ん
で
い
え
ば
刀

'K
ぷ
は
全
く
な
い
し
、

作
環
境

ω
疋
も
山
内
郎
郎
犬
!
の
小
で
は
殆
ん
ど
た
い
。

(
同
ら
ん
、
娯
楽
)

凶
ら
ん

ω一
時
間
は
大
間
一
日
の

J

一i
一
a
%
、
f
A

川
分
か
ら
.
時
間
引
何
度
に
一
日
一
る
い
か
、

一
般
に
市
内
の
川
沿
・
坑
に
比
し
郁
郎
の
児
市
か
少
な
い
傾

向
に
あ
り
、

殊
に
そ

ω
去
は
ラ
ジ
オ
聴
取
や
新
山
を
よ

U
時
間

ω上
に
よ
わ
れ
て
い
る
。

‘、A
e
1
J
v
h
v

け
い
・
¥
ノ

¥
1
.
T
、l
、

戸ぺ
1
小
i
'
Hれ
h
u
n
一

f
に
.
1
J
F
7
/

内

)L 
分

rJq 

於

て
は
工
業
地
一
川
知
ぬ
人
地
川

ω一
方
が
附
ら
ん
時
間
多
く
、

-
米
こ
守
、
吋
山
げ
川
ま
由
こ
七
、
文
h

グ
五
、
0

7
7
l
f
l
r
f
Tド
l
，f
t
y
-
-』

J
d
/
7
L

郡
部
で
は
飴
L

り
若
L
い
環
拍
疋
は
は
ら
れ
な

O 

(
総
指
)

一
、
環
境
定
や
刀
'K
疋
の
主
と
し
て
羽
わ
れ
る
小
二
活
時
間
は
、

時
限
や
皐
校
生
前
官
除
い
た
残
り
の
二

O
%
引
何
度

ω
、
子仙問、

勉
必、

遊
び



• 
‘ 

時
間
に
於
て
で
あ
る
。

て
、
川
郎
と
市
内
と
か
}
線
括
的
に
比
較
す
れ
ば
、
前
行
に
於
て
子
体
時
間
が
桁
多
く
、

J
j民
主
j
:
h
i
hク
ょ
、
ぽ
リ
;
弘
、
3
L
る
な
〉
、

免
出
品
川
川
、
力

h
d
/
7
L
4
r
uドカ
J

i

t

f
カ

話I~

と
市
内
と
い
う
総
括
的
な
環
境
倍
以
よ
り
も
、
犬

t
に
於
け
る
例
制
一
抵
の
注
い
の
方
が
則
若
で
あ
る
。

rll 
村

治
山
村
及
び
ト
山
内
貧
川
地
川
で
は
勉
川
問
時
間
が
特
に
少
な
く
、

こ
の
地
域
に
於
け
る
早
計
へ
の
要
求

ω
少
な

3
tポ
L
て
い
る
、
υ

問、

F
侍
及
び
遊
び
川
川

ω分
間
に
於
一
(
は
、

m
M
W
作
破
山
川
川

ω
疋
川
川
一
は
少
な
く
、

中
ザ
司
』
ル
ヘ

I
い
C
式
出
m
h
-じ
わ
る
い
J

、

d
泊
，

J

I

l

l

J

v

p

t

4

J

V

〆
t

，
J
J

ト
山
内
件
現
地
問
に
は

1

J

f

¥

'

〉

E

、ぃ

i

Eノ

TlLι
い
で
、
人
J

'
〉

o

n
j
L
l
~
ま
に
カ
サ
人

l
A
U
-村
活
力
叶
U
Z

‘
刊
誌
地
川
は

F
伴
、
町
一
び
と
も
仙
よ
ら
少
な
く
、

女
子
は
り

f
よ
ら
も
子
仰
叫
川
が
多
く
遊
び
川
間
い
か
少
な
い
こ
と
は
、

工
業
川

μは
他
よ
り
多
い
。

戸
山
え
句
』
、

，羽川

y
t

本
調
行
.
に
於
て
も
、

FKE山
川
ワ
庁
内
・
K
こ
へ
L
C
5
主

A
/
/
F
P
J
H
/
U
a
f門
H
・

i
H
J
I
1
M
lん

v

i

γ

官

か
め
ら
れ
た
似
山
で
あ
る
が
、

3

、
t
s
J
K主
土
、

カ
カ

fr
リ
心
ノ
f
t

川
村
な
除
く
川
郎
部
川
地
域
及
び
山
内
件
以
川
地
而
で
は
，
特
に
則
非
で
あ
り
、

川上校一℃

ω
遊
び

時
間
の
多
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、

市
内
一
附
装
地
川
も
こ
れ
に
準
が
る
。

(
爪
「
灼
に
於
で
は
山
内
知
誠
人
地
川
一
上
装
地
以
は
り
子

ω
子
山
間

時
間
が
多
く
桁
こ
の
傾
向
な
少
な
く
し
て
い
る
が
、

後
池
小
央
航
仁
よ
る
比
較
で
は
や
は
わ
こ
の
似
山
が
符

L
い
)

0

ひ
と
ら
、

Am 
出1)

村

は
こ
の
り

k
泣
い
か
然
か
く
汗
し
く
な
い
。

.、、、
E
 一

/

J

般
に
女
児
は
り
川
ん
よ

h
勉
似
川
川
い
か
多
く
、

山
内
知
山
川
人
地
川
と
円
山
村
し
」
に
こ

ω
何
山
が
非

L
いけ

七
、
家
事

ω下
停
は
、

-、，ノ，』唱
aw

、h
i
-
-
t
、

1

・、‘

F
¥
d
p
、J

‘・z
，，
A
』

t

，，asri-a
‘
、
、
J

J

4
1
」
ソ
/
一
人
一
λ

人
川
一
、
・

J

し
H

H
川
川

L
F
l
人、

L
-
Fし

1
，i
i

j
れん

4
V
く

6
/
L
r
l
'一
1
p
t
J
f守
ザ

1
4
I
I
(
E
B
-
-
{
V
E
t
-
t
i
'
J
'
h
f

句

J'

(
俗
的

ω
湖
水
日
一
結
川
ポ
L
4
)
ω
比

仙

川

)

戸
仁
川
リ
)
吋
川
叶
え
1.

、

1
i
j
!
f
 

t
v
l
h
f
U
L
h
J
I
 

味
司
}
ト
仁
子
い
内
卜
J
1
4
L
久
庁
制
品
川
L
」
(
て
本
岡
山
.
し
」
zば
4
h

七
立
v
h
J
'
J
な
己
、

一
メ
ノ

F

M

/

‘y
a
H
H
I
l
l
s
f
fし

I

/

一ノ

i
n
〆一

t
J
I
I
J
i
H
I
T
-、
ノ
イ
l

J

、
川
川
?
"

ー
い

hl.I
、
ノ
ミ
'
立
〈
J
H
-
Uし
・

l
j
1
U
跡、1
a

二
レ
μ
心
火

r

l

f

、

J
A
-
-ド
4/'川
1
A
q
J
I
L
L
-
m
u
河
川
パ
f
+
t
t
t
山
r
E
1
J
l

一、山一一川村

ω
串
校
生
出
時
間
い
か
こ
れ
で
は
八
川
間
佐
越
え
て
い
る
が
、

本
州
川
上
九
八
で
は
七
川
山
内
外
で
山
心
。
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本
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-
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刈
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L
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郎
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叫
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聞
と

L
て
み
れ
ば
山
内
九

U
よ
り
も
和
長
い
こ
と
は
本
調
伐
に
於
て
も
叫
れ
た
り

二
、
時
限
時
間
に
み
ら
れ
た
環
境
去
は
本
調
行
一
で
は
令
〈
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ば
入
時
間
川
川
は
人
k

般
的
に
従
前
よ
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多
〈
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本
調
川
口
一
で
は
幾
分
大
き
〈
山
て
い
る
り

父
子
体
時
間
は
全
般
的
に

和
多
〈
な
っ
て
い
る
。

問
、
橡
羽
小
川
彼
川
市
ハ
ル
手
県
初
日
時
川
に
み
ら
れ
た
大
き
な
相
巡
は
本
調
行
一
に
は
引
わ
れ
な
か
っ
た
。。f:
し

郡
山
内
で
も
山
子
と
下
町
と
で
皆
し
〈

同
組
(
な
る
し
」
い
う
似
向
に
相
併
す
る
も
の
と

L
て、

市
内
作
環
境
問
で
勉
強
時
間
に
相
巡
の
あ
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こ
と
は
認
め
ら
れ
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Q

五
、
遊
び
時
間
に
み
ら
れ
た
炭
村
と
都
市
と
の
大
な
る
相
退
は
本
調
作
一
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
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工
業
地
阿
武
川
地
阪
は
遊
び
時
間
が
若
し

〈
多
か
っ
た
が
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こ
れ
は
心
少
年
殺
行
研
究
所

ω
湖
付
一
に
あ
る
点
以
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下
町
と
は
い
下
山
川
古
川
じ
〈
す
る
も

ω
と
は
い
え
な
い
。

右
の
如
〈
総
乍
灼
に
於
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は
符
し
い
相
違
は
諸
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
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環
境
的
相
迩
は
子
侍
時
間
を
除
い
て
、

全
般
的
に
そ
の
泣
か
)
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な
ノ
め

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
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、
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戦
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と
い
う
生
前
環
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ω
相
述
に
も
某
づ
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と
思

わ
れ
る
が
、

本
州
川
f
h

け
一
で
は
綿
一
九
品
に
も
辿
八
た
知
〈
、

文
化
的
数
行
的
水
準
を
川
一
行
政
休
刊
以
内
に
と
っ
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揃
え
た
の
と
、

川
州
郎
或
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に
幾
〈
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か
の
環
境
的
特
性
と
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た
こ
と
に
も
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の
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あ
ら
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。

二
、
生
活
時
間
坑
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散
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値
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な
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も
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も
少
〈
な
く
、

そ
の
分
散

形
態
も
正
常
分
布
を
な
す
と
は
い
い
難
〈
、
従
て
平
均
値
に
よ
る
比
較
は
、
殆
ん
ど
統
計
的
芯
義
を
有
し
な
い
危
険
が
あ
る
。
第
二
夫
、
第
三

表
に
・
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衣

A

一
小
し
た
各
々
の
平
均
値
は
、
比
較
的
正
規
分
布
に
近
い
眼
限
時
間
と
、
殆
ん
ど
分
散
か
〕
示
さ
ね
町
内
子
校
生
活
時
間
と
を
除
い
て
は
、
そ
の

標
準
偏
差
は
恐
〈
平
均
値
と
礎
ら
子
(
市
内
工
業
地
阪
の
遊
び
時
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の
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均
値
広
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制
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あ
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る
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仇
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、
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仇
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と
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若
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い
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児
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の
相
射
的
閥
係
が
相
補
的
閥
係
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、

見
出
札
の
家
事
手
停
に
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す
る
環
境
の
要
求
と
児
坑
の
参
加
延
求
と
に
於
り
る
環
境

本
調
貨
に
於
て
は
女
児
の
不
参
加
者

煮
の

J

一
而
な
ポ
す
も

ω
と
巧
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
を

H
本
心
少
年
教
育
研
究
所

ω
資
料
に
比
較
す
れ
ば
、

か
な
わ
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

の
少
な
い
こ
と
が
児
る
い
い
り
で
、

川
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f
に
於
て
は
前
記
知
誠
人
地
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尚
一
と
漁
村
と
を
除
け
ば
、

山
内
の
貧
同
地
川
船
郎

ω
山
村
山
川
び
的
村
は
、

家
庭
で
の
勉
掛
か
)
7
し
な
い
行

ω
山中は、

環
境
に
よ
っ
て
極
め
て
胤
非
な
相
川
泌
が
あ
る
。
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勉
強

L
な
い
も

ωω
川
市
も
他
に
比
べ
て
特
に
多
〈
、

弘
北

ω
小
数
近
く
が
そ
れ
に
淡
泊
し
て
ゐ
る
。

こ
の
窄
に
於
て
も
友
一
九
は
比
較
的
少
な
い
の
で
の
る
が
、
前

ιJ一
一
地
一
尚
一
に
於
ー
は
女
凡
も
川
川
政
に
多
数

ω
一
小
山
増
加
ι
仰
を
数
え
て
い
る
。

こ
の

環
境
に
於
げ
る
家
出
で

ω
勉
強
ヘ

ω
延
ぷ
の
少
な
い
こ
と
は
こ
こ
に
も
川
ら
か
で
あ
る
。

比八他、

民
村
に
於
て
は
り

fω
勉
刺
し
な
い
も
の
の

数
値
は
都
市
山
手
の

議十が
'
k
f
の
そ
れ
に
比
八
一
し
付
に
多
い
こ
と
が
机

U
3
れ
よ
う
。

設常活動なきも ωを除いた平均値(軍{¥I.分)

男 女

手勉

第 8袈

i控;持勉E子

び

80.5 7;~.8 

87.tl 92.4 

Gl乃 101I.O

乃0.4 ¥)¥).1 

~fil 科区

民;:(l 

lO:U 

10:L2 

10s.:: 

び

7Ui 7乃5

n::4 107時

70.s 11) ¥.:: 

ら7.:~ 1:~~.1 

~1rt 

1li~ 1ぜj

5バ8

7oS.9 

84.H 

8S.5 

/商

-rtq知

内jユ:
h貫

(;1.8 

F‘1 11 

{ifl 吋 lS0.;~

84.0 G8.4 

7バ/I

おtU

J-I: (rIl'子 uo.4 t::;:.ぉ
較 l.Hlf 72.s n;:.o 

81.:: 

74.G 

81(; 

H 1 .r; 

ufi.s 

[)~Ul 

52.1 

r;'i.o 

1 HJ.:! 

108.1 

124.1 

] 15.: 

お:L4 l~K_:; 

fjS/) 1日::刀

4~J .4 111.0 

4tL7 1::1.0 

/都 87.8

府 1 農 9;~.7

下 1rJ! IHl.2 

1涜!ll.u

70.2 ハリ。け
内
け

1"':'" (~ ，) 

e‘'.必dM.2 片‘) ') 
4')."'" 7;).0 農

レピ、司

ト
J

古
早

こ
れ
を
山
少
年
殺
古
川
附
究
所

ω
そ
れ
に
比
較
す
れ
ば
、

女
子
な
除
い
て
は
か
な
り
不
一
致
を
ポ
し
て
い
る
。

遊
び
に
つ
い
て
は
、

ト

H
勾
J
J

市
来
柏
.
品
川
'K
、
知
減
池
一
品
一
女
子
、

l
i
)
J
i
l
-
;
-
J
l
j
l
;

一

山
村
男
子
に
、

一
O
%
以
上
の
遊
ば
な
か
っ
た
も
の
を
見
る
他
は
、
す
べ
て
一
心
%
以
下
で
、

や
は
り
こ
れ
が
H
M
も
持
地
的
な
児
・
伝
活
動
で
あ
る
事

der--ル
し
て
い
る
。

こ
れ
を

比較は都 7表と同 e

青
少
年
救
ヴ
研
究
所

ω
そ
れ
に
比
較
す
る
と
市
内
は
よ
〈
一
致
す
る
が
、

農
村

の
比
率
い
か
著
し
く
相
違
す
る
。

(
該
常
活
動
な
き
も
の
ぞ
除
い
た
乍
灼
時
間
)

右
の
該
常
活
動
な
き
も
の
か
}
除
り
ば
、
平
均
時
間
は
多
少
建
化
す
る

(
第
八

表)。

特
に
0
の
多
か
っ
た
地
川
や
活
動
で
は
そ
の
平
均
値
は
倍
増
す
る
所
も

あ
り
、
総
平
均
に
み
た
よ
う
な
環
境
差
は
縮
少
す
る
が
併
し
前
節
で
示
し
た
よ

一
五
九
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う
る
o
A
I
繰
返
し
て
そ
の
傾
向
を
中
央
値
に
よ
っ
て
列
記
す
れ
ば

一
、
手
停
時
間
は
男
子
に
於
℃
は
、

i
q
J
H
、
二
、
収
μ
R
P
R
V
I
J
J

、
h

ミ

ι
H寸

V
'
k
h
f
~
J
n
m
h比
円
桜
刊
H
J川
凶

友

漁
に
於
て
は
何
れ
も
約
一
九

υ分
で
、

こ
れ
が
詳
述
と
み
ら
れ
る
が
、

市
内
一
商
、

」
I
、
)
・

4
山
主
%
C
7
F
C
)
勺
J

二、
J

)

」
、
グ
p

、、

T

U
一
同
社
L
M
v
v
Z
U
4ホ

e

一/ソ

U
一

す

く

郡
部
山
村
は
約
二
分
の
一
多
い
。
男
子
に
到
す
る
家
事
手
停
の
一
安
求
い
か
、

内
右
雨
地
医

で
は
少
〈
、

山
村
で
は
多
い
と
い
え
よ
う
。
女
子
に
於
て
は
川
郎
作
地

M
皮
び
山
内
知
、

工
の
一
山
地
川
は
約
一
時
間
一
一
一
十
分
伊
)
」
一
小
す
が
、
市

内
一
商
、
貧

ω
刷
地
似
は
一
時
間
前
後
で
あ
る
υ

こ
こ
に
於
て
わ
れ
わ
れ
は
山
内
の
一
刊
業
地
同
及
び
貧
附
地
川
は
一
般
に

muへ
の
家
事
手
俸
の

要
求
が
他
よ
l

り
少
な
い
と
い
う
こ
と
が

き
る
で
あ
ら
う
。
山
内
武
川
地
以

ω
女
子
の
子
体
叫
間
は
ボ
灼
に
於
ぺ
は
山
内
で
H
M
も
長
か
っ
た
が

中
央
値
で
は
か
え
っ

F

て
知
、
工
.
州
地
川
よ
り
少
な
く
な
っ
た
の
は
、

こ
の
地
凶
の
子
侍
時
間
が
少
な
い
時
間
の
・
万
に
よ
れ
リ
大
き
な
偏
し
り
を
示
し

な
が
ら
、

t
r
リ
ニ
備
会
、

.
1
こ
}
也
，
、
)
長
、
・
k
l
，点

t
・F
し、

ヰ
月

l
iし
7
i
f
i
l
j
i
F
2う
し
う
企
I
f
y
L

?
市
北
皮
が
H
M
も
若
し
い
事
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
子
体
叫
問
に
闘
し
て
女
子
が
一
般

に
男
子
よ
り
多
い
こ
と
は
乍
灼
に
於
け
る
傾
向
と
川
一
で
あ

h
、
そ
)
ム
れ
に
ま
可
1
5
J
A
U
S
4
L
J
、

z
u
jノ
l
r
l
t
s
f
一一
F
1
1
ノノ

た

r山
村
の
み
が
上
述
の
如
〈
男
子
の
手
侍

を
多
〈
必
要
と
し
て
い
る
。

一
一
、
勉
強
時
間
は
、

男
子
に
於
て
は
、

U
勺
J

明、

r
L

村山町一川町、

I
r
I
4ノ
-

一

一

E
V
Lよ
恥
ド

日
付
い
'
な
く
し
リ
土
'
リ

a

二
三
い

lty
、

郡
白
H
件
十
号
干
仁
ネ
小
一

E
1
1
ノノ

山
内
.
同
業
地
以
山
崎
び
郁
郎
都
市
が
こ
れ
よ
h
リ
多

色
'
河
凶
，

.
v
L
.

、、E

，，、

F

、、
m
r
J
J
1
1
/父

内
貧
凶
j世

m) 
郎
[11 

村

d炉

A
q・L
t、J
戸
じ
わ
る
O

J
1
Hド
J
J
ノ
j
v
J
d
?
'

子
傍
時
間
に
於
て
市
内
知
、
工
両
地
阪
の
男
子
が
同
様
で
あ

わ
い
如
く
勉
強
時
間
に
於
て
も
粕
似
似
'
川
な
.
一
小
す
が
、

手
侍
時
間
で
川
似
山
に
あ
っ
た
一
閥
、

今
ぺ
り

.4
也‘
H

刷
、
ま
由
民
与
月
一
じ
ま
吋
詩
句
よ
主
誌
を

み工
κν
一
I
r
i』
y
h
v
J
t
h
u
ハ
J
H
J
H
H
H
H
U
y
t
-
-
H
H
“h
H
7
1一

7
K

ゴノ

1
〈

一不

L
て
い
る
。
女
子
に
於
て
は
市
内
知
、
工
、

Atl~ 
{fIS 
行[5

良
両
地
‘
仰
が
犬
t
阿
五
十
分
、

A
1
4
J
eぽ
リ

hrsa』
hHUで
'
H
・
:
'
汁
ソ
.
七
I
阿
リ
、

J
川

ρール
υ寸・
4
H川

h
p
'
力
'U
小

品

H
ド

山
村
が
二
十
分
、
市

内
食
同
地
川
と
漁
村
一
か
卜
a:J.
分
で
特
に
少
な
い
。
市
内
↓
阿
茶
地
阿
が
勉
強
に
却
し
て
沿
も
大
き
な
要
求
な
ポ

L
、
山
内
貧
凶
地
同
一
及
び
山
漁

村
は
こ
れ
へ
の
要
求
、
か
品
も
弱
い
と
い
い
う
る
。
一
商
業
地
阿
及
び
郁
郎
郡
山
で
は
羽
子
に
到
す
る

mr科
ω.英
求
が
強
い
と
い
い
え
よ
う
。

有史

に
女
「
は
男
子
よ

h
勉
加
時
間
が
長
い
が
、
勉
強
へ
の
要
求
の
強
い
環
境
と
弱
い
環
境
と
で
は
、
何
れ
も
そ

ω定
一
か
少
く
な
る
。

一
一
、
遊
び
の
時
間
は
男
子
に
於
て
は
市
内
知
誠
人
地
川
郡
部
都
市
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台
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摘
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一H
F
y
h
ん
L
P
4
μ
J
、、

犬

tω
特
徴
に
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摘
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あ
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榊
加
を
み
た
と
い
わ
れ
う
る
で
あ
ら
う
。
併
し

a

般

甲
』
キ
品
、

郡
部
は
子
体
い
い
か
過
主
で
あ
り
、

市
内
で
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

そ
れ
は
む
し
ろ
、

仕
事

ω
ほ
よ
り
内
ね
に
よ
る
と
思

、ノ3
ι

J

O

A
4
ι
n
f
f
'
 

ltl~ 
台15
-c 
は

知l
H: 
~1r 

f
h
yり
な
ど

ν、ド
J
0
1
L
拝
で
あ
る
ド
、

何

h

，町、

M

d

u

j

'

一

-
d
d
a弓
E
E
-
-
J
-
w

，a

叶，
J

都
市
で
は
い
叩
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仕
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あ
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っ
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あ
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械
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仕
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IJj表 I1

児童の生活賓態調査に闘する注意

先生方への御願ひ

新しい教育指導指針では先生方自身の計劃設定が極めて責要な位置をしめます。いろいろな作業車元を

計劃される時に?児童生活の動態について知ってゐることは非常に大切万す。この調査にもその意味で

先生方の積極的な御協力を特にお願ひしますO

記入指導の注意

l.見重には之が先生方や皐枝からの取調べではなく児童自身の研究報告であるとし、ふ趣旨を十分理解さ

せ?正直に書入れるやうつとめて下さし、。記入はすべて鉛筆でさせて下さ L、。

2.調査用紙の左方は普通の調査訟の通りですO 之は用紙を渡した日に書入れさせて下さし、。

3.※日jの!選は先生方で記入して下さし、。I.Q欄の右の欄は児童の皐業)伏態につき?十分能力を登揮して

ゐる (A)，先づ普通である (B)，能力が十分に後揮されてゐない(c)，をA.B.C.の記践で7 与さ業成績を

優良可により記入して下さい。

4.調査用紙の主部分を占める生活の時間的記録の部分は?よ〈注意を輿へて間違はぬやうに記入させて

下さし、。

、

• 
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3.※印の慮は先生方で記入して下さし、。I.Q欄の右の欄は見主の苧業欣態につき?十分能力を後揮して

ぬる(九)，先づ普通である (B)，能力が十分に登揮されてゐない(C)，をA.B.C.の記披で?与さ業成績を

優良可により記入して下さい。

4.調査用紙の主部分を占める生活の時間的記録の部分は?よく注意を輿へて間違は凶やうに記入させて

下さし、0

].用紙Jg渡した日には上部の注意をよ〈讃ませ 7 調査用紙の各項目{こ熟知させて下さい。そして便所

に行くとか?風日に入るとか?子供にとって些事と忠はれることでも，そのFl一日にしたことは覚

えてゐて書入れるのだといふことを呑みこませて下さい。

~.記入は翌日撃校で一斉に課業として輿へて下さし、。

3.この欄の横の線は午後 4時から午後11時迄を1.5分毎に刻んであります。縦の欄を注意してよんでそ

れに営る欄にOを書入れさせて下さい。

4.勉強や遊びの如く長時間に亘るものは?その時間中の各欄にO印を連緩記入させて下さ L、。

5.上欄に書いである項目以外の活動項目(したこと)があれば最後の空欄に書入れ該営する時間欄に

0日jを書かせて下さい。

結果整珂上の注意

この調査を各校で御利用になるためには色々利用の仕方に於て整理のやち方がありましょうが?ここに

我々の意図してゐる大要を申し上げて御参考に供しませう O

l.分類の大別?地域別?男女別?職業別7 知能別7 事業M犬態別。

2.上記の分類別毎に家庭の皐習状態?与さ校に封する態度?事科の好悪を調べる O

3.生活時間調査は各事項目毎に消費時間を集計し 7 それらが事重一日生活中に占める時間上の序列を見

出す0

4.一日を起尿-登校，登校一主食?主食-下校，下校後一夕食，夕食-就寝句の匡割に従って活動}伏

況の分布闘を作る O

5. 1:1トヤ(1)の分類月11に俗ってその特徴や日出す円



えてゐて書入れるのfごといふことを呑みこませて下さい。

2.記入は翌日皐校でー奔に課業として輿へて下さし、。

3.この欄の横の線は午後 4時から午後11時迄を15分毎に刻んであります。縦の欄を注意してよんでそ

れに営る欄lこOを書入れさせて下さい。

4.勉強や遊びの知〈長時間に亘るものは?その時間中の各欄lこO印を連績記入させて下さし、。

5.上欄に書いである項目以外の活動項目(したこと)があれば最後の空欄に書入れ該賞する時間欄に

0印を書かせて下さい。

結果整理上の注意

この調査を各校で御利用になるためには色々利用の仕方に於て整理のやち方がありましょうが7 ここに

我々の意図してゐる大要を申し上げて御参考に供しませう O

1.分類の大別7 地域53'1，男女別?職業別?知能別7 事業}伏態別。

2.上記の分類別毎に家庭の皐習朕態?皐校に劃する態度7 皐科の好悪を調べる。

3.生活時間調査は各事項自毎に消費時聞を集計し 7 それらが皐重一日生活中に占める時間上の序列を見

出す。

4.一日を起床-登校，登校一主食?主食-下校，下校後一夕食，夕食-就寝，の国割に従って活動状

況の分布圏を作る。

5. j.:j、とを(1)の分類別に従ってその特徴を見出す。

6.以上を綜話して知能と皐業とに著しい差のあるものの生活状態を研究する。
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